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電子雑誌とリンク

鶴見大学図書館

長谷川豊祐

１．はじめに

a)Pediatricsは電子雑誌が正式版、Journal of biological chemistryも同様。
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【図１：Pediatrics】

b)Journal of biochemistry(日本生化学会)も電子雑誌を無料公開。

　<http://jb.bcasj.or.jp/>

◆脊山洋右; 内山泰信; 清水浩太朗; 渡辺万蔵. 学会誌「Journal of Biochemistry」のインターネット展開. 情報管理. 40(5) p.372-391 (1997.8)

c)Elsevier社の Science Direct と Science Direct Web Editionの動き。

1998.05.12　ES(Electronic Subscription)ニュースレター. No.1「電子図書館について」

1998.06.12　ESニュースレター. No.2「エルゼビアと電子出版」

1998.07.07　ESニュースレター. No.3「サイエンスダイレクトについて」

1999.01.00　SD-21参加の案内

1999.02.25　1999年SD-21参加基準金額に達しているとの連絡

1999.05.18　SD-21の1999年トランザクション新計算方式の説明

　　　　　　基準金額と購読金額の差額を

　　　　　　基準金額は1998年購読金額の110％、この金額の7.5％が電子雑誌に該当

1999.05.00　日本向け円建て価格の導入の連絡

1999.06.00　雑誌価格に関する新方針

　　　　　　インボイスの価格上昇を10％以下に抑える

　　　　　　日本向けインボイス価格を円建てとする

1999.06.16　1999年トランザクション金額の通知

1999.04.01　SD-21合意書の送付

1999.07.26　設定情報を要求する文書

1999.09.09　2000年SD-21参加基準金額の連絡

1999.09.17　 SD-21合意書の締結

1999.10.18　2000年SD-21参加基準金額の計算書

1999.11.00　6月の「円建て価格に関する新方針」に対するクレームへの回答

　　　　　　円建て価格による円高差益が図書館に還元されないというクレーム

　　　　　　長期的に相殺されるという立場で、還元はしないとの回答

1999.11.12　SD第3回ユーザーミーティング

1999.11.25　購読雑誌の確認

1999.12.02　SD-21参加基準金額の計算書・確定分

　　　　　　＊ 377万円の不足

1999.12.14　SD21の2000年更新案内、更新検討の場合2000年3月末まで1999年を延長

2000.03.00　Science Direct Web Editionの案内

　　　　　　購読雑誌の最近号(過去9ヶ月)に料金なしでアクセス

　　　　　　目次、抄録、全文PDF版の表示と印刷

　　　　　　冊子体購読住所のIPアドレスによるアクセス

　　　　　　＊ SD Web Ed.への変更

2000.05.00　購読誌のみ更新猶予期間を2000年10月末日まで延長

　　　　　　＊ SD-21の延長

d)研究者の電子雑誌への期待：

◆潮木守一. オンライン・ジャーナルの可能性と課題

　<http://www.musashino-wu.ac.jp/ushiogi/publication/onlinejournal.html>

長所
1)全国に散在する会員間に、日常的な研究交流のためのネットワークを構築すること
2)デジタル技術を使って、従来型の情報伝達手段では不可能な研究成果の発表方法、交流方法、蓄積方法を開発すること
3)年々深刻化する出版機会の減少に対する自衛策として、安価で迅速な研究成果の発表システムを構築すること
短所
1)学術情報としての信頼性
2)学問的水準の維持は可能か？
3)新しいタイプのレフリー制は可能か？
4)オンライン・ジャーナルは新しい情報格差を作りだすのではないか？
5)オンライン・ジャーナルに発表される論文の品質管理を行うか
6)知の「正統性」とか「権威づけ」はいかにして保証されるのか？
7)剽窃防止とコピーレフト：コピーレフト「知的生産物の利用と複製を認め、コピーの第三者への供与に際しては、その趣旨を明記することを求める方式」＝「知識の共同使用」
8)情報の共有化をどう進めるか？
e)特徴

　電子雑誌には優れた機能があり、若干の資料費の増額により、文献情報へのアクセスが格段に向上する。学内LANなど、かなりな金額を要するネットワーク基盤の整備が前提条件であるが、教育・研究環境も飛躍的に向上する。

　　安価で迅速な出版と頒布、非来館利用

PubMedによる情報入手は、現物の入手より２週間ほど先行

　　情報の共有化の促進と新たな形態の研究コミュニティの形成

　　情報量の多い電子版を正式とする雑誌の出現

　　二次DBや参考文献への(からの)リンク機能

　　目次や被引用の電子メールによるアラートサービス

　　コンソーシアム契約による同一出版社タイトルの包括的利用

　　アーカイブ保証が実現すれば資料の管理経費が消滅

　　電子教科書も作成でき、授業との連携が可能になる

f)課題

　　ネットワーク基盤を整備する経費と、電子雑誌購読費用の捻出

　　学問分野や個人の情報リテラシーによって異なる電子化への対応

　　同じく団体間の格差も存在(国内雑誌、中小出版社)

　　電子雑誌になっても継続する雑誌価格の高騰

　　論文の権威づけと品質の維持はどのように行うか

　　図書館や書店などの仲介機能の消滅

２．電子雑誌の比較

２－１．電子雑誌の契約と設定

　電子雑誌の利用は、図書館が個々の出版社との契約が必要なため、かなりな手数がかかる。料金・契約には、冊子体の購読料に含まれる場合、冊子体に追加料金を支払う場合、冊子体と独立して購読する場合がある。コンソーシアム契約の場合は、一つの出版社の全タイトルを利用できる。

【表１：電子雑誌の種類】

Company
Product　<URL>
Title
Backfile
Unit of Sale

Aggregator/Sec.Pub.





EBSCO Pub
EBSCOhost　http://www.epnet.com
3500
1994
Collection

Gale Group
InfoTrac One File 

http://www.galegroup.com/library
3100
1983
Collection

Bell & Howell
Proquest　http://www.bellhowell.com
3600
1992
Collection

Secondary Pub





H.W.Wilson
WilsonWeb

http://www.hwwilson.com
1325
1994
Collection

Software





OVID
Full Text Online

http://www.ovid.com
400
1993
Collection/

Journals

OCLC
ECO Electr Collections Online

http://www.oclc.org
2500
1997
Journal

Dialog



Article

Silverplatter
Silver Linker

http://www.silverplatter.com
4200
1996
Index

Publisher





Academic Press
Ideal　http://www.academicpress.com
235
1993/2000
Collection

Elsevier
Science Direct

http://www.sciencedirect.com
1100
1997
Collection

Kluwer
Kluwer Online

http://www.wkap.ne
600
1997
Collection/

Journal

Springer
Link　http://link.springer-ny.com
400
1996
Journal

Wiley
InterScience

http://www.interscience.wiley.com
300
1997
Journal

MCB
Emerald

http://www.mcb.co.uk
130
1989
Collection/

Journal

Publisher-Society





IOP
Elect Journals Service

http://www.iop.org
34
1991
Collection/

Journal

ACM
Digital Library

http://www.acm.org
24
1985
Collection/

Journal

ACS
ACS Web Edition

http://www.acs.org
27
1996
Collection/

Journal

AMS
Journals　http://www.asm.org
8
1996
Journal

IEEE
IEL Online

http://www.ieee.org/ieeexplore
130
1988
Collection

日本生化学会
J.Biochem.　http://jb.bcasj.or.jp/
1



JST
情報管理　http://johokanri.jst.go.jp/
1



日本図書館協会
図書館雑誌

http://www.jla.or.jp/wwwlj.htm
1



Macmillan
Nature　http://www.nature.com/




Pub Services





AIP
OJPS

http://ojps.aip.org
92
1981
Journal/

Article

HighWire
HighWire

http://highwire.stanford.edu
178
varies
Journal/

Article

Catchword
Catchword

http://catchword.com
617
1995
Journal/

Article

BioOne
BioOne　http://www.bioone.org
64
varies
Collection

Project Muse
Project Muse

http://www.press.ihu.edu/muse.html
113
1995
Collection

Web Company





Northern Light



Article

Net Library





Archiving





JSTOR
JSTOR　http://www.jstor.org
126
varies
Collection

Pub Services/Gateway





Ingenta/Uncover
Ingenta Journals

http://www.ingenta.com
2000
1994
Journal/

Article

Second.Pub-Gov





NCBI/NLM
PubMedCentral

http://www.pubmedcentral.nih.gov
12
varies
Database

NLM
Pubmed/Medline
400
1966
Database

Dept of Energy
PubScience

http://www.osti.gov/pubscience
1000
varies
Database

NACSIS
OJP　http://www.nacsis.ac.jp/olj/


Journal

JST
J-STAGE

http://www.jstage.jst.go.jp/ja/


Journal

Primary Pub-Gov





Loa Alamos Nat'l Labs
PrePrint Server

http://eprints.lanl.gov/lanl
0
1991
Database

Secondary Pub





PILA(Publishers Internat'l Linking Assoc.Inc.)
CrossRef

http://www.crossref.org


Article

ISI
Web of Science

http://www.isinet.com

varies
Database

Sub agent





EBSCO
EBSCO Online

http://www-us.ebsco.com/ess/services/online.stm
3900
varies
Journal

Rowecom/Faxon
Information Quest

http://www.informationquest.com
2437
1997
Journal/

Article

Swets/Blackwell
Swetsnet

http://www.swetsblackwell.com
3000
1996
Journal

[Luther, Judy. Whither electronic journals? Against the grain. 12(2) p.24,26 (2000.4)]

◆電子雑誌の実例　http://members.xoom.com/toyohiro1/hsp991015/hsp991015pt2.htm

２－２．電子雑誌の提供

　PubMedなど書誌データの流通スピードに追いつくのは電子雑誌だけであり、紙媒体と比較したスピード、付加価値、アクセシビリティーなどの優位性からから、電子雑誌の提供は図書館にとって緊急な重要課題になりつつある。

　電子雑誌の利用には以下の方法がある。

　　・図書館自身の作った電子雑誌のリストから

　　・電子雑誌の提供システムから

　　・二次資料のリンクから

　　・電子雑誌の参考文献のリンクから

　　・コンテンツアラートのリンクから

【表２：電子雑誌のリンクと頒布スピード】[1999.9.17現在]

誌名
/提供
電子版最新号

PubMed最新号

/Link

/[2000.5.11]Link

当館最新号
/受入日

EMBO Journal

/HighWire
18(18) 1999.9.15
=
18(18) 1999.9.15

/full text
/同上
>
18(16) 1999.8.16

/1999.9.2

Science

/HighWire
285(5435) 1999.9.17
>
285(5431) 1999.8.20

/full text
/同上
<
285(5432) 1999.8.27

/1999.9.17

JComparatNeurol

/InterScience
413(3) 1999.10.25
>
413(1) 1999.10.11

/Related Articles
/同上
=
413(1) 1999.10.11

/1999.9.9

JComparatPhysiol A

/LINK
185(2) 1999.8
>
185(1) 1999.7

/Related Articles
/同上 Springer一部full text
=
185(1) 1999.7

/1999.9.9

Brain Research

/SD21
839(2) 1999.8.28
>
839(1) 1999.8.21

/Go to publishers site
/full text
=
839(1) 1999.8.21

/1999.9.9

Nature

/Macmillan
401(6750) 1999.9.16
>
1999 Sep 2;401(6748)

/Related Articles
/full text
<
401(6749) 1999.9.9

/1999.9.14

Jbiochem

/日本生化学会
126(3) 1999.9
=
126(3) 1999.9

/full text
>
126(2) 1999.8

/1999.8.10

情報管理
/科学技術振興事業団
42(6) 1999.9


=
42(6) 1999.9

/1999.9.8

図書館雑誌
/日本図書館協会
93(6) 1999.6


<
93(9) 1999.9

/1999.9.13

３．電子雑誌の課題

a)契約と価格

　冊子体購読者への電子雑誌の無料提供は「抱き合わせ販売」ではないのか？

　電子雑誌の価格決定構造を誰が握るのか？

　アーカイブの問題は、出版社やシステム提供者側の立場は明快である。

ユサコ(株)主催の「JSTORとScience Onlineのセミナー」(2000.7.13)でのＱ＆Ａを示す。

Ｑ：中止した場合、購読期間中の年度の利用は可能か？

Ａ：利用はできない。なぜなら、提供側は書庫としてのアーカイブの費用を負担しており、図書館が電子雑誌の契約を中止することは、紙媒体の雑誌の保管費用を負担せず雑誌を廃棄することに等しい。当然、電子雑誌の書庫の利用はできないという理屈になる。

Ｑ：提供側が潰れた場合、アーカイブは保証されるか？

Ａ：提供者側が潰れた場合に備えて、図書館もアーカイブをしておくことも考えられるが、価値のあるアーカイブであるなら、別の出版社なり、提供システムがコンテンツを引き継ぐはずである。

Ｑ：1999年は契約、2000年は解約、2001年に再び契約した場合、2000年のアーカイブは利用可能か？

Ａ：システム的に契約期間に合わせて提供期間を区切ることもできるが、あまりにも細かい設定は運用やシステムに負担がかかるので、解約期間中も利用可能とする。それよりも、図書館とアーカイブの提供者側が協調してアーカイブを維持していくという考え方が重要である。

Ｑ：電子雑誌の開発に合わせて雑誌価格が高騰してるが、それについては非営利の出版社と電子雑誌アーカイブ提供側はどのように考えるか。

Ａ：個々の出版社の問題であり、それだけの価値のある雑誌を出版しているのであろう。図書館は、購読を中止することで意志を示すこともでき、市場原理ははたらいている。

b)コンソーシアム

　コンソーシアムは日本で成立するのか？

c)著作権

　雑誌への投稿論文の著作権は、何故、出版社に委譲されるのか？

d)仲介者の役割

　図書館や、購読代理店は新たな役割を創造できるのか？

　消えて行くこともひとつの選択肢か？

e)リンク、メタデータ

　DB内部へのリンク：原文献、参考文献、関連文献、被引用文献

　DB外へのリンク：全文データ、他ベンダーDB、出版社

f)電子商取引

　雑誌の年間契約や論文単位の購入はどの程度普及するのか？

g)電子雑誌の5WH

４．リンク

４－１．DOIの仕組み

　リンクや電子商取引の仕掛けとしては、DOI: Digital Object Identifier: デジタルオブジェクト識別子が有望である。
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【図２：DOI】
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【図３：DOIシステム】

　デジタル著作物の流通と権利処理の自動化を行おうとするシステムがDOIシステムであり、DOI自体は、ネットワーク情報資源のメタデータの１要素であるResource Identifierの項目に、URL、ISBNなどと一緒に記述される単なる識別コードである。

　デジタルコンテンツの商品コードとして電子商取引の場面でも注目：21世紀におけるISBNやJANバーコードシンボルとして期待される。

　コンテンツアラートへのDOIの埋め込み

IDEAL: International Digital Electronic Access Library [2000.03.22] IDEAL Alert ToCへ登録　<http://www.idealibrary.com/servlet/useragent?func=showHome>

Brain and Cognition

Vol. 42, No. 2, March 2000
      Basal Ganglia Output and Cognition: Evidence from Anatomical, 
      Behavioral, and Clinical Studies 

      Frank A. Middleton, Peter L. Strick 

      pp. 183-200 (doi:10.1006/brcg.1999.1099) 

           Abstract | References | Article (PDF 102K)
　SISACバーコードシンボルによるチェックインの自動化も可能である。
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【図４：SISACバーコードシンボル】

　PII(Publisher Item Identifier)は，雑誌の編集・制作段階から論文を識別するためにElsevier社などが採用している識別コードである．SICI(Ver.1 ANSI/NISO Z39.56-1991)では，論文レベルの識別のために当該の号の掲載ページ数が必要だったが，PIIはある号の何番目の論文という識別コードで，編集，印刷段階の作業から識別コードとして機能する．このPIIの方式は，現在のSICI(Ver.2 ANSI/NISO Z39.56-1996)には取り込まれている．

４－２．DOIシステムの応用例

a)学術研究機関に所属する研究者は，あらかじめ設定しておいたテーマに関して，電子メールで届けられる文献リストからDOIをクリックして，研究室から一歩も出ることなく必要な文献を入手し，料金は自動的に決済される． 

b)マルチメディア歴史ガイドをつくろうとしている小さな出版社では，著作権者の異なるいくつものデジタル画像や，音楽を「一つの窓口」(DOIシステム)から権利処理をも済ませて一度に入手できる． 

c)最近聞いた音楽の一小節が気に入った音楽愛好者は，最寄りの公共図書館に行って作者のプロフィールと曲へのDOIのリンクを検索し，プロファイル文献をダウンロードして，端末のヘッドフォンから曲を試聴した後，利用料金をその端末からクレジットで決済する． 

d)大学の教授から教材として使うために，異なった出版社の何本かの雑誌論文をまとめたテキストをネットワーク上に構築するよう依頼された図書館員は，DOIシステムにより”electronic course pack”を著作権をクリアして，簡単に作り上げることができる．

５．ハイブリッド図書館システム

a)情報提供のプラットホーム

　Hybrid Library Environmentでは、従来までに蓄積した紙媒体資料、電子資料、図書館システムとのシームレスな接続を実現するプラットホームが求められている。図書、雑誌、ＩＬＬなどの電子商取引も今後の課題である。OPAC、電子雑誌、二次DB、Internetなどのすべての情報資源の検索・入手を融合し一元化する。個人向けにカスタマイズしたホームページから、検索式の保存、検索結果のメール送信などのアラートサービスも行う。知的活動の個人向けのプラットホームを提供する。こういった、利用者サービスと融合した業務システムの実現。

　データの統合(Aggregation)→データ同士のリンク(Integration)→ほしい情報のみを受け取るデータのカスタマイズ(Customization)

b)IT革命における学術情報流通

◆土屋俊(千葉大学附属図書館長). 名古屋大学図書系職員研修会講演(2000年5月16日)　「大学改革・情報化社会・大学図書館」

http://CogSci.L.chiba-u.ac.jp/~tutiya/Talks/

　業務の機械化は図書館員向けのサービスであったが、IT革命は利用者向けのサービスである。図書館(員)は考え方を改めて、広い範囲に情報サービスを展開することを指向すべきである。

　IT革命は大学教育にも及ぶ。図書館よりも早く、大規模に。

c)ハイブリッド環境における図書館組織の再編成

　円高傾向が終了して外国雑誌のバブルがはじけた。今度は、大学のバブルがはじけると図書館のバブルもはじける。

　電子図書館や設置母体の経営の効率に対応して、図書館組織も変わっていく必要がある。電子図書館システムのインターフェースの開発も重要であるが、アウトソースなどもひとつの選択肢とした、図書館サービスの高度化、効率化を指向した図書館組織の再構築はさらに急務である。

　書店、DBベンダー、システム業者との共生進化も視野に入れなければならない。

　電子雑誌やリンクは、情報提供を自動化する。自動化環境に適応した図書館組織は、コンビニを手本にしたい。８：２＝コンビニ：割烹(ハイタッチ)。

◆コンビニ、高い収益率　スーパー安売り合戦で悪化. 読売新聞. 2000.4.14, p.8 

◆NIFTY / <流通フォーラム>(FRYUTSU) / 会議室：11 <コンビニ・FC>(激戦・サービス業) 
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